
－ 17－

 

 

 

教養教育の概要 

 

 国際化・グローバル化さらに大学入学のユニバーサル化（希望する者全てが大学に入学できる）時代

を迎えた今日、専門性のみ強調する大学教育から脱却するために、本学では「平和・自由・進歩」とい

う建学の精神と「国際性豊かな人材の育成」という教育理念に基づき、「名桜大学型リベラルアーツ」

を構築することになった。 

 リベラルアーツの基本理念は、人間の心を解放し、心を自由にすることによって円満な人格形成をす

ることにある。心を広く解放し、人文・社会・自然科学を幅広く学ぶことによって、学問分野の広い視

点から俯瞰的にものを見ることのできる人材育成を目指す。リベラルアーツでもっとも強調されるのは、

批判的な読書であり、批判的な思考であり、論理的な思考と論理的な判断である。さらには、文学や宗

教など人文科学を学ぶことにより、感性を磨き、価値観、倫理観や人生観を確立できる。知性と感性の

バランスこそ円満な人格にとって不可欠である。 

 本学では、このような「名桜大学型リベラルアーツ」に基づく教養教育の理念を確立し、それに基づ

いて教養教育のカリキュラムを構築し、学生諸君に提供することになった。 

 

１）「学ぶスキル」を獲得、幅広い科目選択が可能 

 基礎的能力に加え、時代の変化に対応できる問題解決能力を備えた人材を育成するために、国際学群

と人間健康学部に所属する全学生を対象とした教養教育カリキュラムを構築した。特に、批判的思考及

び論理的思考などの「学ぶスキル」を獲得するために、アカデミックスキル科目を必修科目として１年

次に設定し、知性と感性のバランスが保たれるように幅広い科目（共通コア 5 科目区分 25 科目、共通

選択 5科目区分 55科目）を設定した。 

 

２）少人数教育体制の利点を最大限活用 

 問題発見・解決能力と優れたコミュニケーション能力、さらには学生の学ぶ意欲を引き出し、自ら学

ぶ力を身につけさせるための教育方法として、チーム・ティーチング、学生主体の参画型教育・学習を

積極的に導入した。大学生活に適応し、学習意欲を向上させ、主体的に学ぶための基礎的なスキルを修

得することを目標としている「教養演習Ⅰ」「教養演習Ⅱ」「コンピュータ・リテラシー」「アカデミッ

クライティングⅠ」では、少人数教育を基本とし、かつ複数の科目担当者を配置する「チーム・ティー

チング」を導入した。また、「教養演習Ⅰ」「教養演習Ⅱ」では、学生主体による問題設定、情報収集、

資料作成、発表会におけるディスカッション等を通した積極的学習を実践し、「学生主体の参画型教育・

学習」を実現した。 

 

３）学生自らが社会人としての将来を構想し、実現できるキャリア形成 

 学生が主体性と創造性を持ち、大学で学ぶことの意義を理解し、生涯の生活設計を描き、実現するた

めに必要な知識や方法を修得する「ライフデザイン科目区分」を設定した。学長が自ら担当する「大学

と人生」（１年次）は全学生の必修科目として配置した。さらに、教養教育や専門教育、キャリアガイ

ダンス等のキャリア形成にかかわる教育プログラムの効率性と効果性を議論する場として、全学的な連

絡調整会議が行われている。 

Ⅲ．教養教育について 

Ⅲ  

教
養
教
育
に
つ
い
て



－ 18－

 

教養教育の目標と科目 

 

教養教育の目標： 教養教育科目は、自由な発想のもと、批判的・論理的に思考し分析して、俯瞰的に

問題を解決する能力を培うとともに、知性と感性のバランスのとれた円満な人格を

備えた国際的教養人を育成することを目標とする。 

教養教育の体系： 教養教育のそれぞれの科目区分は、本学の建学の精神ならびに教育目標に基づき、

次の通り体系化されている。 

 

教育目標

　本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき深く専門の学芸を教授研究し、幅広い知識を
授け、世界の文化の進展と人類の平和に貢献しうる人材を育成することを目標とする。

　教養教育科目は、自由な発想のもと、批判的・論理的に思考し分析して、俯瞰的に問題を
解決する能力を培うとともに、知性と感性のバランスのとれた円満な人格を備えた国際的教
養人を育成することを目標とする。

　共通コア科目は、大学で学ぶことの意義について考えるとともに、市民的生活のために必
要となる基盤を形成することを目標とする。

アカデミックスキル
　アカデミックスキル科目は、大学生活に適応し、学習意欲を向上させ、主体的に学ぶための基礎
的なスキルを修得することを目標とする。

ライフデザイン
　ライフデザイン科目は、学生が主体性と創造性を持ち、大学で学ぶことの意義を理解し、生涯の
生活設計を描き、実現するために必要な知識や方法を修得することを目標とする。

思想と論理
　思想と論理科目は、ひとつの視点にとらわれることなく、批判的・論理的に思考し分析して、俯
瞰的に問題を解決する能力を培うことを目標とする。

沖縄理解
　沖縄理解科目は、自らが生活する沖縄の歴史、文化、社会、自然を理解し、国際人として情報を
発信できる能力を養うことを目標とする。

健康スポーツ
　健康スポーツ科目は、健康・体力を増進するための健康科学に関する知識やその実践能力を獲得
し、精神的及び身体的にバランスのとれた人間性を有する人材の育成を目標とする。

　共通選択科目は、ひとつの視点にとらわれることなく、人間存在の成り立ちを基本から考
察し、平和の価値についての理解を深め、目的実現のために主体的に行動し、国際化社会の
中で問題解決能力を養うことを目標とする。

外国語
　外国語科目は、グローバル化する社会の中で、外国語を理解し、異文化理解やコミュニケーショ
ン能力を身につけ情報を発信できる基礎的な学力の修得を目標とする。

国際理解
　国際理解科目は、グローバル化、情報化する社会の中で、多様な価値観や考えを理解し、主体的
に行動できる資質を身につけることを目標とする。

人文科学
　人文科学科目は、人間と文化の歴史及び人間としてのあり方や生き方を理解し、知性と感性のバ
ランスのとれた円満な人格を形成する上で必要な知識を身につけることを目標とする。

社会科学
　社会科学科目は、様々な角度から社会のしくみを理解し、社会の一員であることの自覚と責任感
を持ち生きていく力を涵養することを目標とする。

自然科学
　自然科学科目は、自然や物の成り立ちについて理解し、論理的に思考する能力を身につけるとと
もに、情報化する社会に参画する知識を養うことを目標とする。
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共通コア科目 

 

共通コア科目の目標： 共通コア科目は、大学で学ぶことの意義について考えるとともに、市民的生

活のために必要となる基盤を形成することを目標とする。 

 

 

■アカデミックスキル科目の目標と科目 

目標： アカデミックスキル科目は、大学生活に適応し、学習意欲を向上させ、主体的に学ぶための

基礎的なスキルを修得することを目標とする。 

科目： 教養演習Ⅰ／教養演習Ⅱ／コンピュータ・リテラシー／アカデミックライティングⅠ／ 

アカデミックライティングⅡ／アカデミックスキル特別講義 

 

■ライフデザイン科目の目標と科目 

目標： ライフデザイン科目は、学生が主体性と創造性を持ち、大学で学ぶことの意義を理解し、生

涯の生活設計を描き、実現するために必要な知識や方法を修得することを目標とする。 

科目： 大学と人生／ライフデザイン特別講義／キャリアデザイン／プロジェクト学習 

 

■思想と論理科目の目標と科目 

目標： 思想と論理科目は、ひとつの視点にとらわれることなく、批判的・論理的に思考し分析して、

俯瞰的に問題を解決する能力を培うことを目標とする。 

科目： 人間と環境／生命と倫理／科学入門／論理学／現代思想／思想と論理特別講義 

 

■沖縄理解科目の目標と科目 

目標： 沖縄理解科目は、自らが生活する沖縄の歴史、文化、社会、自然を理解し、国際人として情

報を発信できる能力を養うことを目標とする。 

科目： 沖縄学／沖縄の自然／沖縄の言語／沖縄理解特別講義 

 

■健康スポーツ科目の目標と科目 

目標： 健康スポーツ科目は、健康～体力を増進するための健康科学に関する知識やその実践能力を

獲得し、精神的及び身体的にバランスのとれた人間性を有する人材の育成を目標とする。 

科目： 体育実技Ⅰ／体育実技Ⅱ／健康・スポーツ科学／健康スポーツ特別講義／健康スポーツ特別

実技 
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共通選択科目 

 

教養教育の目標： 共通選択科目は、ひとつの視点にとらわれることなく、人間存在の成り立ちを基本

から考察し、平和の価値についての理解を深め、目的実現のために主体的に行動し、

国際化社会の中で問題解決能力を養うことを目標とする。 

 

 

■外国語科目の目標と科目 

目標： 外国語科目は、グローバル化する社会の中で、外国語を理解し、異文化理解やコミュニケー

ション能力を身につけ情報を発信できる基礎的な学力の修得を目標とする。 

科目： ベーシック・イングリッシュ／イングリッシュ・コミュニケーション／ドイツ語Ⅰ／ドイツ

語Ⅱ／フランス語Ⅰ／フランス語Ⅱ／スペイン語Ⅰ／スペイン語Ⅱ／ポルトガル語Ⅰ／ポ

ルトガル語Ⅱ／中国語Ⅰ／中国語Ⅱ／韓国語Ⅰ／韓国語Ⅱ／タイ語Ⅰ／タイ語Ⅱ／外国語

特別講義Ⅰ／外国語特別講義Ⅱ／アカデミック英語基礎／プラクティカル・イングリッシュ

Ⅰ／プラクティカル・イングリッシュⅡ／ビジネス英語Ⅰ／ビジネス英語Ⅱ 

 

■国際理解科目の目標と科目 

目標： 国際理解科目は、グローバル化、情報化する社会の中で、多様な価値観や考えを理解し、主

体的に行動できる資質を身につけることを目標とする。 

科目： 国際学入門／異文化接触論／国際社会と日本／人権と平和／国際コミュニケーション論／

海外スタディツアー／国際理解特別講義 

 

■人文科学科目の目標と科目 

目標： 人文科学科目は、人間と文化の歴史及び人間としてのあり方や生き方を理解し、知性と感性

のバランスのとれた円満な人格を形成する上で必要な知識を身につけることを目標とする。 

科目： 音楽の歴史と鑑賞／美術の歴史と鑑賞／哲学／心理学／歴史学／教育学／ 

ヒューマンケアリング／文学／人文科学特別講義 

 

■社会科学科目の目標と科目 

目標： 社会科学科目は、様々な角度から社会のしくみを理解し、社会の一員であることの自覚と責

任感を持ち生きていく力を涵養することを目標とする。 

科目： 法学／憲法／政治学／経済学／経営学／社会学／人文地理学／社会科学特別講義 

 

■自然科学科目の目標と科目 

目標： 自然科学科目は、自然や物の成り立ちについて理解し、論理的に思考する能力を身につける

とともに、情報化する社会に参画する知識を養うことを目標とする。 

科目： 数学／統計学／物理学／化学／生物学／地学／情報科学と社会／自然科学特別講義 
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教養教育科目の概要 

 

授業科目名 講義等の内容 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル 

教養演習Ⅰ  主体的な学習者としての基本的な心がまえや学習方法を身につけ、教員

や学生間の人的ネットワークを構築する。学ぶとは何かを探求し、アカデ

ミックスキルを獲得する。少人数グループ学習でのディスカッションに加

え、全体での成果発表を通してプレゼンテーション力を修得する。 

教養演習Ⅱ  アカデミックスキル科目群で修得した力をもとに、幅広い視野で一つの

テーマを掘り下げる学習方法を身につける。少人数グループで文献等を詳

読し、レポートを作成する。論理力、批判力、統合力を身につけるととも

に、全体での成果発表を通してプレゼンテーション力を修得する。 

コンピュータ・ 

リテラシー 

 高度情報化社会で不可欠なコンピュータの基本操作について学ぶ。具体的

には、ワードプロセッサ、表計算、プレゼンテーションソフト、電子メール、

学生支援システム（Universal Passport）の使い方を習得する。また、ネッ

ト社会において適切な情報活用・発信能力を習得することを目的とし、イン

ターネットを利用した情報検索と情報発信の方法と作法（著作権・ネチケッ

ト）について学ぶ。 

アカデミック 

ライティングⅠ 

 大学では、専門書やフィールドワークなどで得た事実や知識、概念を根拠

に基づいて論理的・科学的にまとめることが要求される。そのためには多様

な情報源から必要である的確な情報・知識を、論旨を踏まえて取捨選択する

能力が必要不可欠となる。そこで本講義を通してアカデミックライティング

に必要な基礎的能力を身につける。 

アカデミック 

ライティングⅡ 

 この授業科目では、論文作成の基礎的能力の獲得を目指したアカデミック

ライティングⅠを受け、より応用可能なライティング技能の獲得を目的とす

る。文献研究と実証研究の性質の差を理解しつつ、テーマ選択の方法、情報

収集及びその整理法、また資料の読解法を学ぶ。学生個々の興味に添った論

文作成の手順の習得を目指す。 

アカデミックスキル 

特別講義 

 大学生活に適応し、学習意欲を向上させ、主体的に学ぶための基礎的なス

キルを修得することを目的にアカデミックスキル特別講義を開設する。 

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
目 

大学と人生  社会が大きく変化する中、諸外国を含めた歴史的・文化的な変遷を踏まえ

た上で、大学の現状と課題を整理し、地域社会における大学の使命と役割を

展望する。さらに、名桜大学の建学の理念および教育目標を踏まえた上で、

先人の経験や知恵から学び、自らの人生と社会的な役割を合わせて思索し、

名桜大学生として学ぶ意識を涵養する。 

ライフデザイン 

特別講義 

 学生が主体性と創造性を持ち、大学で学ぶことの意義を理解し、生涯の生

活設計を描き、実現するために必要な知識や方法を修得することを目的にラ

イフデザイン特別講義を開設する。 
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授業科目名 講義等の内容 

キャリアデザイン  「キャリア」という言葉を理解した上で、卒業後の進路や卒業選択に向け

た社会認識・自己分析を積極的に行い、キャリアを意識した学習活動、学生

生活、人生設計の大切さを理解し、実践する。さらに社会が求めるコミュニ

ケーション力など実践的なスキルの必要性や現在の日本の労働環境と労働者

の権利・義務などへの理解も深める。 

プロジェクト学習  本授業では、学生自らが地域社会に根差した課題・問題を解決していく中

で、生活設計に必要な主体性、創造性、計画性を獲得することを目指す。そ

のため、この授業では正解のある課題は与えられない。専攻や学科の壁を超

えて集まった学生たちが、チームワークを発揮しながら、モノづくり、シス

テムづくりなどの解決策を提案する。 

思
想
と
論
理
科
目 

人間と環境 様々な環境問題を生み出してきた社会のあり方や価値観について解説す

る。これらを通して、我々人間の本質の一面と我々が置かれている状況に関

する理解をもたらし、人間の意識や行動のあり方について考察する意思と能

力を養う。 

生命と倫理  生物は生まれて生きて死ぬという一連の生命現象を行う。人間はこの命の

営みを、より健やかに都合よく人生を過ごそうと、医学や科学で調節してき

た。個人や集団の命の在り方は、急速に発展している生命（医）科学技術医

療や個人を取り巻く複雑な状況に強く依存する関係となってきた。この依存

関係から発生する問題を道徳面から考える。本授業は講義形式で行う。 

科学入門  この授業科目は、普遍的な法則を見つけ出し、明瞭な思考の道筋を立て、

自分で考え・判断する姿勢を養うとともに、科学的な手法としての理論的な

考え方を紹介し、科学の対象を明らかにしながら、各テーマに対しての真偽

（真理）の決定（探求）までのプロセスを学ぶ。 

論理学  科学とは共通理解の事柄から未知の世界を共通の方法で論理的に考え、新

しい法則や真理を発見する知的作用である。学問を探究する大学において、

また、実社会においても、論理的な思考・発想、および説明を訓練すること

は大学の授業・報告・論文作成には欠かせない。本講義では、論理的思考に

ついて形式論理学を中心に学ぶ。 

現代思想 本授業では、現代社会において生じている問題を、思想家・哲学者の考え

を参考にみていく。その過程を通して、自身の見解に対し、批判的かつ論理

的に思考する力を身につけることが目的とされる。本授業は、講義形式での

提供となる。 

思想と論理特別講義  ひとつの視点にとらわれることなく、批判的～論理的に思考し分析して、

俯瞰的に問題を解決する能力を培うことを目的に思想と論理特別講義を開設

する。 

沖
縄
理
解
科
目 

沖縄学  沖縄歴史、文化、社会などについて、毎週、その分野の専門家を招聘して

講義が展開される。沖縄について総合的かつ多角的な視点にたち学ぶことに

よって、地域の独自性と普遍性がどのように形成され、また現在の沖縄の有

り様とどのように関連しているかを学ぶことを目的とする。この授業科目を

通じて、学生は国際教養人の尺度の基盤を形成することができる。 
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授業科目名 講義等の内容 

沖縄の自然  沖縄の地理的位置や地史、島嶼性は、「おきなわ」の特徴的な風土と人の気

質や文化を育んできた。沖縄理解のためには、背景となる「自然」を深く理

解することが有益である。その上で自然を持続可能な形で利用した発展をす

るために、自然環境保全の考えも取り入れる必要がある。この科目では、以

上を念頭におき、沖縄の自然（生物）を解説し、保全を共に考える。 

沖縄の言語  この授業では、自身が住む沖縄にどのような言語があるのか、沖縄の言語

はどのような点で興味深いのかを学ぶ。沖縄には島ごと、字ごとに異なるこ

とばが数多く存在する。様々な地域の沖縄の言語を観察し、多様性を捉える

とともに、日本語あるいは他の言語との共通点や相違点を、例を挙げながら

紹介する。言語学・日本語学の入門的側面を持つ。 

沖縄理解特別講義  自らが生活する沖縄の歴史、文化、社会、自然を理解し、国際人として情

報を発信できる能力を養うことを目的に沖縄理解特別講義を開設する。 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目 

体育実技Ⅰ 

体育実技Ⅱ 

 スポーツは人類が育んだ世界共通の国際文化であり、豊かな感性を発露さ

せることができる。また、習慣的な運動は心身の健康の保持増進に効果があ

る。本授業では、「スポーツ文化を学ぶ」と「スポーツ文化で学ぶ」の二つの

側面から、スポーツの文化的価値の享受し、文化の担い手となることを目的

とし、多様性に富んだスポーツ種目を展開している。 

健康・スポーツ科学   現代における社会環境の変化として、少子高齢化、自由時間の増大、労働

環境のオートメーション化とコンピュータ化、運動不足、過食や偏食などが

ある。これら健康の維持・増進を脅かす諸問題に対処するため、自らの身体

に興味を持ち、健康やスポーツについて科学的に理解できるよう「体力」「運

動」「健康」の各分野からアプローチし解説する。 

健康スポーツ 

特別講義 

 健康～体力を増進するための健康科学に関する知識やその実践能力を獲得

し、精神的及び身体的にバランスのとれた人間性を有する人材の育成を目的

として健康スポーツ特別講義を開設する。 

健康スポーツ 

特別実技 

 健康～体力を増進するための健康科学に関する知識やその実践能力を獲得

し、精神的及び身体的にバランスのとれた人間性を有する人材の育成を目的

として健康スポーツ特別実技を開設する。 

外
国
語
科
目 

ベーシック・ 

イングリッシュ 

 学習者のレベルに応じて、実際の使用場面に配慮しながら、言語使用の機

能の達成を考慮した文法や、頻度の高い語彙を学習する。意味の区切りを理

解し、英語の音声の特性にあった音読ができるようになる。英語で講義を理

解したり、メモを取ったりするリスニングの基礎力と英語で専門書や説明書

等を読解するリーディング力の基礎を養う。 

イングリッシュ・ 

コミュニケーション 

学習者のレベルに応じて、実際の言語使用場面や機能の達成を考慮しなが

ら、口頭コミュニケーション能力と英作文を学習する。特に、論文やグルー

プディスカッション等を英語でプレゼンテーションできる口頭コミュニケー

ション能力の基礎を養う。さらに、論文の要約や口頭プレゼンテーションの

アウトライン等を英語で書く英作文の基礎を養う。 

Ⅲ  

教
養
教
育
に
つ
い
て



－ 24－

授業科目名 講義等の内容 

ドイツ語Ⅰ  ドイツ語の綴りと発音、基本的文構造について、すぐにでも使えるような

会話表現を通して説明し、徹底的な口頭練習を取り入れて熟達させる。また、

ドイツ事情を話しながら、ドイツ語の単語を紹介していく。何かを説明する

際には、できるだけ身近な外国語である英語を念頭に置き、両言語を比較･対

照することによって、ドイツ語の像をよりはっきりさせる。 

ドイツ語Ⅱ  ドイツの歴史や地理、人々の生活についての全般的な知識も学ぶ。またド

イツ語を積極的に発音する練習をし、ドイツ語に慣れていく。 

フランス語Ⅰ  フランス語の初心者を対象とする。アルファベットと発音の基礎から学び、

当言語を理解するために必要な文法事項を解説していくと共に、反復練習を

行う。またフランスやフランス語圏の文化・芸術・音楽の紹介、映画鑑賞等

を予定している。 

フランス語Ⅱ  AV機器を活用しながら、《聞く・話す》の習熟をはかる、外国語としてのフ

ランス語。日本語や英語との異同・文化背景の相違に着目する。 

スペイン語Ⅰ  講義は初心者を対象とし、一般動詞の導入までを学習の達成目標とする。

学習内容はアルファベット、音節、アクセント、冠詞、形容詞、SER 動詞、ESTAR

動詞、一般動詞を学ぶ。外国語学習に不可欠な基本四技能の初歩的訓練を行

う。文法の他、スペイン語圏の文化についても紹介する。 

スペイン語Ⅱ  講義はスペイン語Ⅰを履修した学生を対象に提供される。学習内容は目的

格人称代名詞、不規則動詞、GUSTAR 動詞、数詞、天候表現、日付の表現、再

帰動詞、現在完了などについて学び、基本四技能のさらなる向上を促す、文

法の他、スペイン語圏の文化についても紹介する。 

ポルトガル語Ⅰ 1 億 9,000万人のスピーカーを持つ話し手の内、そのほとんどは南米ブラジ

ルのポルトガル語を母語とするブラジル人である。ポルトガル語 I では、会

話を中心にスキットを交えながらブラジルで日常良く使われる表現を用い、

ポルトガル語の発音の特徴である鼻母音の発音に注意しながら進めていく。 

ポルトガル語Ⅱ ポルトガル語Ⅱは、文法を重要視した授業へと深化させていく。具体的に

は、-ar、-er、-ir動詞の活用の説明から始め、ser、 estar動詞の変化を解

説する。また、時制の概念では点過去と線過去の違いを理解させる。未来の

時制へと発展させ直説法までを視野に入れる。加えて、ブラジル事情にも言

及し、ブラジルの５つの地域を概説し、ブラジル文化についても説明したい。 

中国語Ⅰ  本講義は中国語をはじめて学ぶ方を対象とする科目である。発音の正しい

習得法を学び、基礎的な文法を構造的に理解することで、中国語の全体像を

把握する。簡単な日常会話ができるようになるための基礎力を養い、初歩的

な読み書きができるようになることを到達目標とする。また、中国の文化・

社会に対する理解を深めることも目的とする。 
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授業科目名 講義等の内容 

中国語Ⅱ  本講義は中国語Ⅰを履修し、中国語の基礎学習を終えた方を対象とする。

「聞く、話す、読む、書く」を総合的に学び、中国語運用能力のレベルアッ

プを図ると同時に、中国文化や現代中国事情なども幅広く理解していく。中

国語母語話者との簡単な中国語の会話、基本文法に対する正確な理解及び運

用、読解力の向上を目的とする。 

韓国語Ⅰ  日本語母語話者が外国語として韓国語を学習するという視点に立ち、両言

語の共通点と相違点に注意しながら授業を進める。主として文字と発音、助

詞の使い分け、名詞文の肯定形と否定形、疑問形などを学習し、韓国語の読

み書きは勿論、基礎的文章の構造が理解できる力を身につけることを目標と

する。 

韓国語Ⅱ  韓国語Ⅰに引き続き、韓国語の基礎的文型の理解と文の組み立てに重点を

おいて授業を進める。主に数詞、用言の過去形や敬語形、否定形などの学習

を通じ、表現に幅を利かせながら韓国語の理解をさらに深めていく。かくし

て、語彙力の増加とともに基礎的な日常会話ができるようなレベルを目指し

ていく。 

タイ語Ⅰ  タイ語の音声組織、文法の原理、基本的な表現、表記法を学ぶ。タイ語は

複雑な音声組織を持ち、これまで触れてきた外国語とは全く異なる原理を持

つ言語である。今まで英語やフランス語などが修得出来なかった学生には特

に勧めたい。学習を通じて言語というシステムの多様性に気付いてもらいた

い。 

タイ語Ⅱ  タイ語の音声組織、文法の原理、基本的な表現、表記法を学ぶ。タイ語は

これまで触れてきた外国語とは全く異なる原理を持つ言語である。タイ語Ⅰ

で学習した「発音、文法、表記、基本表現を修得している」ということを履

修の条件として、さらに表現を発展させ、その後、講読と作文を通じて表現

力の充実をめざす。 

外国語特別講義Ⅰ グローバル化する社会の中で、外国語を理解し、異文化理解やコミュニケ

ーション能力を身につけ情報を発信できる基礎的な学力の修得を目的として

外国語特別講義を開設する。 

外国語特別講義Ⅱ 「外国語特別講義Ⅰ」の学習を発展する内容で、異文化理解に基づき、様々

なトピックについて外国語で理解し、身近なことのみならず抽象的な考えや

情報も外国語で発信できる能力や態度を身に着ける。 

アカデミック 

英語基礎 

 英語による講義で基礎的に必要なノートテイキングや専門文献読解、要旨

作成、簡単な口頭発表やグループディスカッションなどを学習する。さらに、

各専門分野に共通した英語論文の検索方法、APAや MLA などの代表的な英語学

術論文の基礎的な作成ルールの理解、英語圏の大学における剽窃 

(plagiarism) や批判的思考などについて学ぶ。 
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授業科目名 講義等の内容 

プラクティカル・ 

イングリッシュⅠ 

TOEIC(Test of English for International Communication)に対する関心、

必要性がますます高まっている。この授業ではその試験対策として、学生の

リスニング、リーディング、文法、さらに strategies（方略)などの力を伸ば

していきたい。TOEIC スコアは 400 点台(990点満点)の後半を目指す。毎授業

毎に、ミニ模擬試験を行い TOEIC の形式に慣れていく。 

プラクティカル・ 

イングリッシュⅡ 

 実用英語技能英語検定試験 2 級の資格取得を目的とし、単語、熟語、英文

法、読解、リスニングトレーニングなどの語学向上を中心とした授業を行う。

過去問題や、練習問題、ｅラーニングを通して、総合的な英語能力を身につ

ける。 

ビジネス英語Ⅰ  将来の多様なビジネスの場で必要とされる最低限の英語力の育成を主眼と

する。職業の場面は勿論のこと、大学院や海外の仕事場での活躍を夢見てい

る学生にも必要な基礎である。社内や対外的な事務処理などを含めてオフィ

スで役立つ会話力と文章力を養うためにリーディング、ライティング、リス

ニング、スピーキングの四技能に渡って学ぶ。 

ビジネス英語Ⅱ  英語の基礎学力の上に自分の選んだ仕事のシーンに即した最低必要限と思

われる英語のノウハウを身につける。国際ビジネスの実際的知識を身につけ

る。英語のリーディング、ライティング、リスニング、スピーキングの四技

能に渡って学ぶ。さらに、専攻分野における英語力アップビジネスの場に限

らず基本的読解力、文章表現力、音声的表現力、判断力を等しく育みたい。 

国
際
理
解
科
目 

国際学入門   日本人の食料の約 70%は海外からの輸入依存しているように私たちの暮ら

しは世界中の国々や人々との関係から成り立っている。しかし、その相互関

連性については、意識しなければなかなかなか分からない。この講座では、

私たちと世界との関係について、国内の社会、政治、法、組織と国際社会な

どの比較から考え、ますます関係が深まり、複雑化する現代社会において国

際人および専門科目への方向性を学ぶ。 

異文化接触論  異文化とは、「異なる分類体系を持つ文化」を意味する。異文化の理解には

異なる分類体系の理解が欠かせない。本講義では構造主義人類学の観点から

講義する。特に言葉と人間の関係について観光ではなかなか接することので

きない「深い観察」ができるように導く。構造主義の考え方は大学生が避け

ては通れない「思想の科学」であるのでぜひ挑戦してもらいたい。構造主義

人類学により現代のさまざまな問題に対し、新たな観点から問題の本質に接

近できる。 

国際社会と日本  国際社会と日本の相互関係の歴史を学び、現在の国際問題に日本はどのよ

うに対応しているか、また国際社会は日本に何を期待しているかを考察する。

明治維新とヨーロッパ外交、戦後の連合国占領と復興時の対米外交、国連加

盟と国際外交、戦後の対アジア外交などを内容とする。今後、自立外交をい

かに樹立するかを考察する。 
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授業科目名 講義等の内容 

人権と平和  18世紀後半に誕生した“人権”や、二度の大戦を経て培われた“平和”は、

21 世紀の現在、時代や国家のあり方を越え、その普遍的価値を国際社会に享

有させるに至っている。しかし、“人権”保障や“平和”確保をめぐる国内外

の状況には依然厳しいものがあることも看過してはならない。本科目は、わ

が国の内外で生じている“人権”や“平和”の問題を素材とし、徹底的に“人

権”と“平和”について真剣に考える機会とする。 

国際コミュニケーシ

ョン論 

 国際社会がボーダーレス、相互依存の時代に入り、異国と異国の人々を理

解することは時代の要請になっている。その道具としての国際コミュニケー

ションを学ぶ。コミュニケーションの理論、産業、実情、課題について学び、

電子コミュニケーションなど新しい手段の弊害を理解し、いかに活用するか

を学んでいく。 

海外スタディツアー  海外の言語・文化、社会制度、産業等を理解するためには、現地を訪問す

ることが最も効果的である。本授業では、主に海外経験の無い学生を対象に、

アジア地域を中心とした海外スタディツアーを行い、多様な価値観や考えを

理解し、海外でも主体的に行動ができる資質を身につける。 

国際理解特別講義 グローバル化、情報化する社会の中で、多様な価値観や考えを理解し、主

体的に行動できる資質を身につけることを目的として国際理解特別講義を開

設する。 

人
文
科
学
科
目 

音楽の歴史と鑑賞 ただ単に音楽史のみを扱うのではなく、大きな波としての歴史のうねりと

変遷から説き起こし、社会の大枠が変わるから音楽もそれにつれて変わらざ

るを得ないと言う事をよく理解して貰う。 

そして、時代ごと、地域ごとに色々な音楽があり、其れが又、時代の思潮

や哲学、価値観や生活と密接に繋がっていると言う事も知って貰う。 

美術の歴史と鑑賞  芸術様式と文化的背景を学ぶ。授業では、古代から現代までの芸術作品を

通して、創造的意欲の源泉、創造物と文化との関わりについて理解を深めて

いく。受講生は、講義やスライド・ビデオを通して多くの芸術家や彼らの作

品にふれるだけではなく、芸術的経験を広げる為にも、自分で何らかの創作

をする。 

哲学  「哲学」はどういう学問か判然としないかもしれない。その為「哲学は人

生の役に立つか」という疑問が投げかけられる。しかし例えば、「生き甲斐の

ない人生は無意味だ」という考え方に出会うとする。そして「本当はどうな

のか」と考え始めたとき「哲学」は始まる。本授業は、過去の哲学者がそう

した問題をどう考えてきたかを紹介しつつ自身で「哲学する」ことを学ぶ。 

心理学  行動科学としての心理学の知見を紹介する。心理学の研究法や基礎的な理

論に触れながら、現代の心理学が「こころ」に関わる問題にどのように取り

組んでいるかをみていく。特に自己認知・発達・性格・記憶・学習・欲求な

ど「個人」をめぐる課題に焦点をあて、自己および他者理解を目指した学習

をおこなう。 
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授業科目名 講義等の内容 

歴史学  歴史のとらえ方を学び、現代文明の成り立ちについて深く理解することは、

いかに生きるかを考える上で大いに役立つ。単に過去の人物や事件の紹介で

はなく、人・物・環境が有機的に関連し、歴史のドラマが繰り広げられてき

たことを概観する。 

教育学  「教育」という営みを通し、人間を「成長し続ける存在」として捉え、研

究していく。学校、地域、家庭、社会、産業などの領域において人間が「成

長し続ける存在」であるために必要な教育の理論や目的、指導方法などを学

び、21世紀市民の教養としての「教育学」の在り方を考える。 

ヒューマン 

ケアリング 

この科目は、人間が誕生してから死を迎えるまでどのように生きるのか、

大学生に人間の健康を考える場を提供する。赤ちゃんの誕生から子どもの成

長発達、そして青年期の健康問題や職業生活での健康、家族の中における健

康、高齢者の生活や死を見つめて生きる終末期の人々への健康に対するケア

の方法やケアリングについて学習する。 

文学 文学からは人間にとって根源的なテーマを学び取ることができ、多様化が

進む現代を生きる我々にこそ必要な学問領域となる。また、真の国際的教養

人となるには、日本（人）とは何か、という問いに自分なりの考えを提示で

きることが要請される。この授業では、日本の古典から現代までの代表的な

作品を取り上げ、各作品がもつ時代性と普遍性の内実を読み解く。 

人文科学特別講義 人間と文化の歴史及び人間としてのあり方や生き方を理解し、知性と感性

のバランスのとれた円満な人格を形成する上で必要な知識を身につけること

を目的に人文科学特別講義を開設する。 

社
会
科
学
科
目 

法学  日常生活に見受けられる法現象（例えば、新聞やテレビ等で取り上げられ

る法に関する話題等）を主たる素材として、我が国の主要な法制度に関する

基礎について学習する。具体的な講義内容としては、“法の一生(法の誕生か

ら消滅まで；立法過程・法執行(行政)過程・裁判制度)について”や、法の本

質やその解釈、様々な観点(公法･私法、国内法･国際法、手続法・実体法等)

から分類しうる我が国の主たる法体系を概説する。 

憲法  日常生活(特に沖縄)に見られる憲法現象(新聞やテレビで取り上げられる

憲法に関する話題)を主たる素材として、日本国憲法のしくみや基本原理(近

代立憲主義や人権論を中心に)について学習する。特に、IT技術の発達に伴い、

便利さが追求される傾向にある現代社会にあっても、依然として大事にされ

続けられなければならない「人間(個人)の価値」や、人間(個人)と関わる社

会や国家のあり方等について考察を深める。 

政治学  政治学における基礎的な概念や理論、方法論などを紹介する。まず政治学

の発達とその過程で常に直面する価値観の課題、すなわち主観と客観の間を

揺れ動きながら発達してきたことを概説する。現代政治の特性、国内外の政

治体系を構成する議会や官僚、政党、利益団体などを解明し、政治に関心を

持ち、究明する能力を育てる。 
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授業科目名 講義等の内容 

経済学  経済のグローバル化、高度情報化（IT 革命）の急速な進展の中で社会を取

り巻く環境は大きく変化している。そうした複雑な社会・経済的状況を理解

するために経済学の基本的概念である市場メカニズムを中心に、経済システ

ムの持つ意味と限界（「市場の失敗」）について考察する。 

経営学  この講義は、企業の経営・戦略とは何か、社会経済の中における企業の果

たす役割は何かといった基本的な問題・課題について、実態と理論を学んで

いくことを主な目的とする。そのため広範囲にわたって講義を進めていくが、

企業とは何かという根本的な点を理解してもらいたい。 

社会学  社会学やその他の社会科学への導入・基礎として位置付けられる。社会学

や人類学の基礎概念・理論を通して、私達が直面する様々な社会現象・問題

を考察していく。キーワードは「グローバリゼーション」と「市民社会」。 

人文地理学  人文地理学的センス・理解は私たちの日常生活と深く関わっている。また、

現代・日本・世界を理解するうえにも、人文地理学は有効である。「阪神・淡

路大震災」「地球温暖化」「商業戦争」「華人社会」など 34 のキーワード（テ

ーマ）を中心に、テキストを素材とし、また広げながら現代の日本と世界の

諸事象・データを人文地理学的に分析・理解するセンスと方法を身につける

ことを目標において授業を展開する。 

社会科学特別講義  様々な角度から社会のしくみを理解し、社会の一員であることの自覚と責

任感を持ち生きていく力を涵養することを目的に社会科学特別講義を開設す

る。 

自
然
科
学
科
目 

数学 本講義では、数・量・図形等に関する数学的知識を活用し、現実問題を数

学的に思考し、予測・解決する方法を学習する。数学的な見方や考え方を身

につけ、数学を用いて問題を解決する過程で論理的思考力を習得していく。 

統計学 統計学とは、標本データを基に母集団を推定・推測するための科学である。

そのために必要なことは、統計的な考え方であり、計算技術そのものではな

い。この授業では、主に正規分布を中心に、標本値からの母数の推定や検定

の仕方を、統計的な考え方に重点を置いて考察する。 

物理学 物理学は、単純な基礎方程式(近似式)を用いることで、原子レベルから宇

宙規模に至るまでの複雑な自然現象の本質を捉える科学的手法の一つであ

る。本講義では、本質を捉えるアプローチとして有効な「論理的・批判的・

水平思考」を学習しながら、物理学の基本的な考え方を習得していく。 

化学 環境化学、地球化学、および一般化学の学問領域の中で取り上げられる諸

事項のうち、基礎的な自然科学に対する本学学生の知識と理解力に鑑みて適

切と考えられる範囲の内容を教授する。 

生物学   地球生態系から細胞構造等ミクロの世界まで、広範な生命現象を扱う分野

が生物学である。本講義では、細胞や生物の構造、種類、生息範囲や行動、

また、生物が生息する環境等の生物学の基本的な知識の習得を通し、生物や

自然環境、生命現象に関わる事象を理解できる知識を培う。 
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授業科目名 講義等の内容 

地学 本講義は、地球科学の基礎的知識と基本的な学習能力を獲得することを通

じて、学問分野の広い視点から俯瞰的にものを見ることのできるようになる

ことを目的とし、地形地質、気象現象等について解説する。 

情報科学と社会  コンピュータ誕生の歴史をひも解くと，それは数値計算を高速で行うため

に生まれてきたことがわかる。そのようなコンピュータがなぜ「汎用性」を

もつにようになったのだろうか。本講義では「コンピュータの歴史」や「情

報とは何か」を学び、「コンピュータの汎用性」や「コンピュータはどのよう

に計算するのか」について学ぶ。 

 

自然科学特別講義 自然や事物の現象や成り立ちについて理解し、その本質を究める論理的思

考力を身につけるとともに、情報化社会に参画する知識を培うことを目的と

して、自然科学特別講義を開設する。 

 

 

 




